
 

1 

 

アル・アクサ洪水第６９８日目：イスラエル、西岸地区併合へ――「国際ジェノサイド研
究者協会」が判決を下す 
 
 Palestine Chronicle、２０２５年９月２日、脇浜義明訳 ＊脚注は訳注 

イスラエルはガザでの残虐な虐殺を続けている。(Photo: Social media, via QNN) 

 

主要事項 

 ＊報道によると、イスラエルのギデオン・サール外相は、米国のマルコ・ルビオ国務長官との会談で、イスラエルが数か

月のうちに占領地西岸地区を併合する意図であると伝えた。 

 ＊世界有数のジェノサイド研究者協会は、イスラエルの「ガザに対する政策と行動はジェノサイドの法的定義に当て嵌ま

る」と宣言する決議をした。 

 ＊ガザのパレスチナ保健省によれば、２０２３年１０月７日以降の死者は６３，６３３人、負傷者は１６０，９１４人と

なり、その多くは女性と子どもである。 

 

最新情報 

９月 2 日    ９：０９ｐｍ（パレスチナ時間） 

 ＊パレスチナ・クロニクル：ウォールストリート・ジャーナルによれば、イスラエル軍は予備役兵を任務に就かせるのに

苦労している。多くの予備役兵がガザ戦争の目的を疑問視しているからである。イスラエルはガザ市征服攻勢にむけて６万

人の予備役兵を召集するために「異例な方法で兵力確保」を図っていると、ウォールストリート・ジャーナルが伝えてい

る。 

９月２日    ９：０６ｐｍ 



 

2 

 

 ＊カン：ガザ市占領に要する費用は７４億ドルかかる。 

９月２日    ８：５５ｐｍ 

 ＊ＣＮＮ（イスラエル高官を引用）：先週政治指導部と軍指導部の間の緊張が急激に高まった。先日の会議ではエヤル・

ザミール参謀総長が、ガザ戦争拡大計画に関して、ネタニヤフ首相と直接対決した。彼は、２回の閣僚会議で、ガザに大規

模攻勢をかける決定に反対した。 

 ＊イスラエル・メディア：１２日後にマルコ・ルビオ米国務長官がイスラエル訪問する。 

 ＊ハアレツ：ネタニヤフ首相は、シン・ベトがそんな必要はないと言っているにもかかわらず、７日の閣議を秘密の要塞

掩蔽壕に移すと主張した。首相府は、フーシ派幹部を暗殺したのでその報復の脅威があるとして、閣議移転を正当化した。

しかし、首相に近い筋の話では、この脅威と移転の主張は、現在進行中の首相の裁判で予定されている首相の証言を回避す

るためだという。 

 ＊ガザ政府メディア・オフィス：政府メディア・オフィスのイスマイル・サワブテ局長はアル・ジャジーラに対して、

「残された時間は少なく、大量死の可能性が迫っている。イスラエルは食糧を止め、援助を妨害し、市場や商店を破壊し、

援助物資が必要としている人々に届かないようにして、意図的飢餓政策を推進している。飢餓はガザ市だけではない。ガザ

回廊全域が壊滅的状況にあり、食料システムの崩壊へと急速に向かっている指標が見られる」と語った。 

９月２日    ６：２０ｐｍ 

 ＊アンサールッラー軍事報道官：我々はイスラエル軍参謀本部、ロッド空港、アシュドッド港へ向けてドローン４機を発

射した。また、ハデラのイスラエル電力会社に向けてドローン１機を発射した。 

 ＊国境なき医師団：国際社会はイスラエルに圧力をかけ、ジェノサイドを終わらせるべきだ。このままでは我々はガザの

人道的ニーズに応えることができない。米国やイスラエルの同盟国はイスラエルへの武器供給をやめるべきだ。米国が安保

理で拒否権を行使する限り、ガザの状況は変わらない。ガザへ支援を提供するためには、即時で無条件の停戦が必要だ。 

９月２日    ４：１８ｐｍ 

 ＊パレスチナ・メディア：ナセル総合病院の報告によれば、イスラエル無人機がハーン・ユーニスの難民キャンプを攻撃

し、１人が死亡し、数人が負傷した。 

 ＊イスラエル・メディア：「人質のための兵士」運動はテルアビブで記者会見し、兵役に就くことは人質の死につなが

り、政府にのみ奉仕するだけだから、兵役に応じないと宣言した。 

 ＊ハマス声明：イスラエルはジェノサイド作戦と犯罪的な民族浄化の一環として、ガザ回廊各地の組織的破壊を続けてい

る。ネタニヤフ政府は、特にガザ市において、罪のない民間人に対して公然と戦争を仕掛けている。イスラエルの行為は戦

争犯罪であり、国連安保理が即時介入し、ジェノサイドを終わらせ、責任者を処罰する必要がある。 

 ＊パレスチナ・メディア：ナセル総合病院の報告によれば、イスラエル無人機がハーン・ユーニスののマワシ地区を攻撃

し、子ども５人を含む７人が死亡した。 

９月２日    ２：３４ｐｍ 

 ＊トルコ大統領府：影響力がある米国がイスラエルにガザにおける虐殺と不正行為をやめるように働きかけるべきだ。イ

スラエルがジェノサイドを犯していることを忘れてはならない。世界の人々はイスラエルがガザの子どもたちを残忍に残忍

に殺害していることを忘れることはないだろう。 

 ＊チャンネル１３：イスラエル中部のラマト・ハシャロンで、人質返還につながる捕虜交換合意を求めて、若者たちがデ

モを行った。 

 ＊パレスチナ・メディア：病院関係者の報告によれば、今日夜明けからのイスラエル軍のガザ各地への攻撃で、６３人の

パレスチナ人が死亡した。そのうち４１人がガザ市の死亡者。 

９月２日    ２：１９ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：イラン外務省の報道官エスマイル・バガエイは、昨日、ガーディアン紙のインタビューで、

イランの核施設に関する機密情報がイスラエルに渡されたと述べ、国際原子力機関の公平性と信頼性に疑問を呈した 

９月２日    ２：０５ｐｍ 
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 ＊パレスチナ・クロニクル：ベルギーの外務相は、イスラエルのガザ・ジェノサイドが続く中、他の西側諸国に加わっ

て、今月の国連総会でベルギーはパレスチナ国を承認すると述べた。 

９月２日    １：４８ｐｍ 

 ＊パレスチナ・メディア：アル・アクサ病院の報告では、ガザ回廊中部のアル・ブレイジ難民キャンプへのイスラエル

無人機の攻撃で、パレスチナ人１人が死亡し、他に数人が負傷した。 

 ＊アル・ジャジーラ：ガザ市南のアッサブラ地区の住宅へイスラエル軍が空爆した。 

 ＊ガザ保健省：この２４時間で７６人が死亡、２８１人が負傷した。２０２３年１０月７日からの犠牲者の累計は、死者

６３，６３３人、負傷者１６０，９１４人となった。 

 ＊イスラエル軍：イエメンから発射されたドローンを、イスラエルへ届く前に、撃ち落とした。 

 ＊パレスチナ・メディア：病院関係者によれば、今日夜明けからのイスラエルの攻撃で４４人のパレスチナ人が死亡し

た。そのうち３０人はガザ市の死亡者で、１４人がガザ回廊中部と南部で援助物資を待っているときに殺害された人たちで

ある。 

 ＊イスラエル・メディア：人質家族会は戦争継続を批判し、「戦争中どうやって正常な生活ができるのだ？」と言った。 

９月２日    １２：０２ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：今日ガザ回廊全域でイスラエル軍の攻撃で少なくとも３６人が死亡した。その多くはガザ

市、ジャバリヤ、ハーン・ユーニスの犠牲者である。 

９月２日    １１：４８am 

 ＊ガザ保健省：飢餓による栄養失調で死亡した人の数は３６１人となり、そのうち１３０人が子どもである。 

 ＊カン：予備役軍指導者は、兵役免除要請が過去より多くきていると言った。 

 ＊パレスチナ・メディア：アル・アウダ病院の報告によれば、ガザ回廊中部のネツァリム回廊の南のワディ・ガザ橋近く

で、援助物資を待っているときに攻撃され、９人のパレスチナ人が死亡した。 

 ＊アル・ジャジーラ：EU 危機管理委員はアル・ジャジーラに対し、次のように述べた；「我々はガザ住民に押し付けら

れた飢餓を非難する。我々はイスラエルに援助物資のガザ搬入を許可することを求める。欧州委員会はイスラエルとのパー

トナーシップ・プログラムの停止を提案した。いくつかの欧州の国はイスラエルへ制裁を課す方向へ動いている。我々は、

交渉と戦争終結を求めて努力し続ける。我々はパレスチナ人支援として１億７０００万ユーロを決定した。EU には加盟国

にパレスチナ国承認を指示する権限はないが、ガザで起きていることは大惨事で、止めなければならないという認識では

EU は一致している。 

９月２日    １１：４８am 

 ＊パレスチナ・メディア：ガザ救急隊の報告では、イスラエル軍のガザ市北部のアブ・イスカンダールとジャバリヤ・

アンナズラ地区への攻撃で、３人のパレスチナ人が死亡した。 

 ＊ウォールストリート・ジャーナル：イスラエルの予備役兵グループが、パレスチナ人に対する行為が道徳に反するなど

の理由で、兵役を拒否したと言った。３０人以上のイスラエル将校と一般兵へのインタビューで、彼らは「ハマスはゲリラ

戦法をとっているので、殲滅することはできない」と述べた。また、イスラエル兵たちは、２年近くの戦闘で疲弊してお

り、戦争目的に関して疑問を持っていると言った。 

 ＊ベルギー外相：ベルギーのマキシム・プレヴォ外相は、ベルギーは国連総会でパレスチナ国を承認し、イスラエル政

府に対して厳しい制裁を課すと言った。さらに、ベルギー政府は、EU とイスラエルとの協力体制を停止する措置に賛成票

を投じると付言した。 

 ＊米国メディア：トランプ大統領はデイリー・コーラー紙に対し、「イスラエルはガザ戦争を終結せざるを得ないだろ

う。戦争はイスラエルに悪い影響を及ぼしているからだ。イスラエルは戦争に勝利するだろうが、国際的広報活動では敗北

しており、そのことがイスラエルにダメージを与えている。イスラエル・ロビーの米議会に対する影響力は低下している。

以前は自分がかつて見たこともないような強力なロビー活動を行って、米議会を完全にコントロールしていたが、今やその

力を失った。しかし、この前のイラン攻撃など、私ほどイスラエルに貢献した者はいない」と語った。 
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 ＊国連特別報告者フランチェスカ・アルバネーゼ：２０２３年１０月７日以降、イスラエルが殺害したジャーナリストの

数は、二つの世界大戦で死んだジャーナリストの数を上回る。イスラエルはガザ・ジェノサイドの一環として、ガザを報道

するジャーナリストを意図的・組織的に標的にし、これまでに２４７人を殺害した。イスラエルは報道管制を敷き、包囲し

たガザの中で行っている虐殺を隠蔽しようとしている。 

 ＊パレスチナ・メディア：ガザ市北部のシェイフ・ラドワン地区の東の住宅群をブービートラップ・ロボットを起爆さ

せて、破壊活動を行っている。 

 ＊アル・アクサ TV:イスラエル軍はガザ市のシェイフ・ラドワン地区のアル・ジスル地区、アッスーク地区にフレア弾を

投下して、火災を発生させた。また、フレア弾と同時にシェイフ・ラドワン市場一帯に爆弾を投下した。 

９月１日    １１：３６ｐｍ 

 ＊パレスチナ・メディア：病院関係者の報告によれば、今日夜明けからのイスラエル軍のガザ回廊各地への攻撃で、５９

人が死亡した。そのうち３５人はガザ市の死亡者。 

 ＊カン：軍の参謀総長、モサドの長官、シン・ベトの代理長官は、仲介者が提案しハマスが受諾した部分的合意への支持

を表明した。 

９月１日    ８：５７ｐｍ 

 

＊カン：イスラエルはトランプ大統領からガザの戦争継続への支持を得ているが、期限は無制限ではない。 

 ＊アル・ジャジーラ：ガザ封鎖に挑戦するグローバル・スムード船団は、悪天候を克服して、航行を再開した。 

＊カン：ベンヤミン・ネタニヤフ首相がガザでの戦争期間を短縮すべく取り組んでいる 

＊カン：モサド長官は、戦争は後でいつでも再開できると言って、提案されている部分的合意への支持を表明した。 

 ＊チャンネル１３：軍は、ガザ市占領作戦では１００人程度のイスラエル兵が戦死することを予測している。 

 ＊チャンネル１２：軍は、ガザでの戦闘継続態勢の構築のために、明日から６０，０００人の予備衛兵召集を開始する。 

 ＊パレスチナ・クロニクル：オーストラリア首相アンソニー・アルバニージーは推測だけでイラン大使を「オーストラリ

アの領土」(アルバニージーの言葉）から追放した1。一方、国際法上最悪の犯罪を犯しているという証拠がたくさんあるに

もかかわらず、イスラエル大使は「オーストラリアの領土」での居住を許可されている。オーストラリアの領土は、イスラ

エルの領土がパレスチナ先住民から盗んだものであるのと同様に、先住民から盗んだものであるという類似が働いているの

だろうか？  

９月１日    ８：２８ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：軍に入隊することは国家への究極の忠誠である。米国の若者は右手を挙げて、祖国、憲

法、国民を守ることを誓う。しかし、若者の誓いは米国軍に捧げるものではない。入隊するとすぐに荷物をまとめて大西洋

を渡り、外国の軍隊、つまりイスラエル国防軍に入るのだ。 

 ＊チャンネル１２：イスラエル軍はガザ戦争継続に備えて６０，０００人の予備役招集を明日から始める。 

 ＊カン：精神疾患を患っていた兵士が、ベエル・シェヴァのリハビリ施設で警備員を攻撃し、射殺された。 

 ＊イスラエル・メディア：今年１８人のイスラエル兵が自殺した。 

９月１日    ７：４４ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：極右のイタマール・ベン・グヴィル国家安全保障大臣は、問題の多い銃所有許可制度を大

幅に緩和し、さらに１００，０００人のイスラエル人が個人的に銃器所有できるようにした。 

９月１日    ７：２３ｐｍ 

 ＊アル・クッズ旅団：我々はハーン・ユーニス上空で情報収集をしていたイスラエル無人機を捕獲した。 

 

1 ２０２４年１０月に発生したユダヤ教食事規定に準拠したカフェへの放火事件、同年１２月に発生したシナゴーグ放火事件を、イラン政府が

裏で糸を引いていたというモサドの主張に基づいて、８月２６日にイラン大使を追放した。第二次大戦後オーストラリアが大使を追放するのは始

めてである。 
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 ＊ユーロ地中海人権モニター：イスラエル軍はジャバリアとガザ市で毎日３００戸の住宅をブービートラップを仕掛け

た車両を使って破壊している。軍は爆発用車両の使用を倍増し、毎日１５台の約１００トンの爆薬を積んだ車両を起爆して

いる。住宅をどんどん解体し、ガザ市の破壊と住民のガザ市脱出を促進している。占領軍は車両の起爆を意図的に夜間また

は早朝に行って、住民の間に恐怖とパニックを広げようとしている。国際社会が動かないか共謀しているために、イスラエ

ルはガザ市破壊という犯罪を続けることができるのだ。 

９月１日    ７；２１ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：世界有数のジェノサイド研究者団体は、「イスラエルのガザにおける政策と行動はジェノサ

イドの法的規定を満たしている」という決議を行った。５００人の会員から成る国際ジェノサイド研究者協会（IAGS)があ

８６％の賛成でこの決議を採択した。「１９４８年のジェノサイド犯罪の防止及び処罰に関する国際連合条約第２条」のジ

ェノサイド定義にイスラエルの行為が合致することを認めたのである。 

９月１日    ５：０６ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：昨日、イエメン軍は、紅海北部でイスラエルのタンカー「スカーレット・レイ」号を攻撃し

たと発表した。イエメン軍報道官のヤヒヤ・サリー准将は、今日、スカーレット・レイ号に弾道ミサイルが直撃したことを

確認したと発表ｓｈた。サリー報道官は、イスラエルがガザ包囲して戦争を続ける間にあ、イエメンはパレスチナ人支援の

ために攻撃を続けると言った 

 


